
令和6年度 介護保険サービス提供事業者 集団指導会

「職場の安全衛生について」

岩手労働局 花巻労働基準監督署 安全衛生課



はじめに（説明内容）
１ 管内の労働災害発生状況
２ 第14次労働災害防止計画
３ エイジフレンドリーガイドライン
４ エイジフレンドリー補助金
５ 熱中症予防対策



管内の労働災害発生状況
◆令和5年（1月～12月）に花巻監督署管内で発生した休業4日以上の労働災害
（社会福祉施設）（※新型コロナウイルス感染症の罹患によるものを除く） 41人

転倒
41%

動作の反動・無
理な動作

22%

激突
7%

墜落・転落
5%

激突され
5%

はさまれ・巻き
込まれ

5%

その他
15%

令和5年事故の型別労働災害発生状況（社会福祉施設）

「転倒」

と

「動作の反動・無理な動作」
で6割以上を占めている

花巻監督署 労働災害統計☞

(17人)

(9人)
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管内の労働災害発生状況（2）
◆「転倒」「動作の反動・無理な動作」について年齢層別でみると…

令和5年年齢層別労働災害発生状況
（社会福祉施設、転倒）

令和5年年齢層別労働災害発生状況
（社会福祉施設、動作の反動・無理な動作）

加齢に伴う身体機能の低下→災害リスク増（重篤化リスクも増）
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第14次労働災害防止計画
◆労働災害防止の基本となる目標、重点課題等を定めた5か年計画です。
第14次労働災害防止計画（14次防）の期間は令和5年4月1日～令和10年3月31日までの5年間です。
14次防では8つの重点対策を掲げています。

花巻監督署 第14次労働災害防止計画☞

労働者の作業行動に起因する労働災害防止対策の推
進②

業種別の労働災害防止対策の推進
陸上貨物運送事業、建設業、製造業、林業

⑥

多様な働き方への対応や外国人労働者等の労働災害
防止対策の推進④

化学物質等による健康障害防止対策の推進
化学物質、石綿、粉じん、熱中症、騒音、電離放射線

⑧

自発的に安全衛生対策に取り組むための意識啓発
社会的に評価される環境整備、災害情報の分析強化、DXの推進

① ⑤

③
労働者の健康確保対策の推進
メンタルヘルス、過重労働、産業保健活動

⑦

個人事業者等に対する安全衛生対策の推進

高年齢労働者の労働災害防止対策の推進
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第14次労働災害防止計画（2）
◆アウトプット指標（取組の進捗状況）とアウトカム指標（期待される効果）を定めています。
各事業場においては、アウトプット指標に掲げる取組を推進しましょう。

労働者の作業行動に起因する労働災害防止対策の推進
アウトプット指標 アウトカム指標

●転倒災害対策（ハード・ソフト両面から）に取り組む事業場の割合を50％以上とする。
●卸売業・小売業、医療・福祉の事業場における正社員以外の労働者への安全衛生教育
の実施率を80％以上とする。

➡
●転倒の年齢層別死傷年千人率の増加に歯止めをかける。
●転倒による平均休業見込日数を令和９年までに40日以下
とする。

●介護・看護作業において、ノーリフトケアを導入している事業場の割合を増加させる。 ➡ ●社会福祉施設における腰痛の死傷年千人率を減少させる。

高年齢労働者の労働災害防止対策の推進
アウトプット指標 アウトカム指標

●「エイジフレンドリーガイドライン」に基づく取組を実施する事業場の割合を50％以上とする。 ➡ ●60歳代以上の死傷年千人率の増加に歯止めをかける。
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エイジフレンドリーガイドライン
◆厚生労働省では、令和2年3月に「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」（通称：
エイジフレンドリーガイドライン）を策定し、高年齢労働者を使用する又は使用しようとする事業
者及び労働者に取組が求められる事項を示しています。

高年齢労働者の健康
や体力の状況の把握

・健康診断や体力
チェックにより、
事業者、高年齢労
働者双方が当該高
年齢労働者の健康
や体力の状況を客
観的に把握

安全衛生管理体制の
確立

・経営トップ自ら安
全衛生方針を表明
し、担当する組織
や担当者を指定

・高年齢労働者の身
体機能の低下等に
よる労働災害につ
いてリスクアセス
メントを実施

職場環境の改善

・照度の確保、段差
の解消、補助機器
の導入等、身体機
能の低下を補う設
備・装置の導入

・勤務形態の工夫、
ゆとりのある作業
スピード等、高年
齢労働者の特性を
考慮した作業管理

高年齢労働者の健康や
体力の状況に応じた対

応

・健康診断や体力
チェックにより把握
した個々の高年齢労
働者の健康や体力の
状況に応じて、安全
と健康の点で適合す
る業務をマッチング

・集団及び個々の高年
齢労働者を対象に身
体機能の維持向上に
取り組む

安全衛生教育

・十分な時間をかけ、
写真や図、映像等、
文字以外の情報を
活用した教育を実
施

・再雇用や再就職等
で経験のない業種
や業務に従事する
場合には、特に丁
寧な教育訓練

事業者に求められる事項

厚生労働省 エイジフレンドリーガイドライン☞
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エイジフレンドリーガイドライン（2）

・自らの身体機能や健
康状況を客観的に把
握し、健康や体力の
維持管理に努める

・日頃から運動を取り
入れ、食習慣の改善
等により体力の維持
を生活習慣の改善に
取り組む

労働者に求められる事項 取組事例など

➣腰痛を防ぐ職場の事例集
（中央労働災害防止協会HP）

➣高年齢労働者の活躍促進のための安全衛生対策
－先進企業の取組事例集－
（厚生労働省HP）

8



エイジフレンドリー補助金
◆高齢者を含む労働者が安心して安全に働くことができるよう、中小企業事業者による高年齢労働者の
労働災害防止対策、労働者の転倒や腰痛を予防するための専門家による運動指導等、コラボヘルス等
の労働者の健康保持増進のための取組に対して補助を行うものです。

厚生労働省 エイジフレンドリー補助金☞

業種 常時使用
する労働
者数※1

資本金又
は出資の
総額※2

サービス
業

医療・福
祉、宿泊
業、娯楽
業など

100人以下 5,000万円
以下

※1 常時使用する労働者、または資本金等のい
ずれか一方の条件を満たせば中小企業事業者とな
ります。
※2 医療・福祉法人で資本金・出資がない場合
には、労働者数のみで判断することとなります。

【参考】対象となる中小企業事業者の範囲
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エイジフレンドリー補助金（2）
◆補助対象の例
①高年齢労働者の労働災

害防止対策コース

・作業場所の床や通路のつま
づき防止のための対策

（転倒防止対策）
・介護における移乗（入浴）
介助の際の身体的負担を軽
減する機器の導入

（腰痛予防対策）
・介護職員の身体の負担軽減
のための介護技術（ノーリ
フトケア）の修得のための
教育の実施

（腰痛予防対策）

②転倒防止や腰痛予防の
ためのスポーツ・運動指

導コース

・労働者の身体機能低下によ
る「転倒」や「腰痛」の行
動災害を防止するため、身
体機能維持改善のための専
門家等による運動プログラ
ムに基づいた身体機能の
チェック及び専門家等によ
る運動指導等

③コラボヘルスコース

・健康診断結果等を踏まえた
禁煙指導、メンタルヘルス
対策等の健康教育、研修等

・健康診断結果等を電磁的に
保存及び管理を行い、事業
所カルテ・健康スコアリン
グレポートの活用等により
コラボヘルスを推進するた
めのシステムの導入

・栄養指導、保健指導等の労
働者への健康保持増進措置
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熱中症予防対策
◆令和5年（1月～12月）、花巻監督署管内では休業4日以上の熱中症災害が6件発生し、うち1件は
社会福祉施設で発生しました。
7月から夏本番となります。熱中症予防に取り組みましょう。

令和6年度 熱中症対策キャッチフレーズ
見落とすな！
仲間の異変・初期症状
みんなで防ごう熱中症

（花巻労基署管内労働災害防止連絡会議）

花巻監督署 熱中症予防対策☞
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おわりに
◆14次防のアウトプット指標（取組の進捗状況）を把握するため、点検表の回収を実施しています。
花巻監督署管内事業場の皆さま、ご協力をお願いします。

こちらのリーフレット内共通フォームからご回答ください。

「花巻監督署からのお知らせ」HPから
も回答フォームにアクセス可能です。
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